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特別支援教育体制の推進を図るための巡回相談員の役割Ｔ

～実践事例を通した学校支援の在り方に関する検討～
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特別支援教育は，インクルーシブ教育システムの構築を目指した新たな局面を迎えてい

るしかし，その現状は全体的には体制の整備が進んでいるものの，取組に学校間格差が

あり，特別支援教育にかかる専門性の向上や校内体制の活性化など，教育実践の「質」に

依然課題がある．そこで本研究では，実践事例をもとに特別支援教育に係る校内体制の機

能向上を図るために巡同相談員等が行う学校支援の在り方について検討した．その結果，

保護者を含めた関係者が一堂に会して「個別の教育支援計両」の作成･評価を行うことが，

共通理解を図り支援の実効性を高めるとともに，支援を引き継ぐ上でも有効であった．ま

た，コンサルテーションにあたっては，担任等の負担も考慮し，成果を実感できるようサ

ポートすること，ケース解決を通して段階的に役割を校内委員会へ移行していくよう計面

することが大切と考えられた．

keywrods：特別支援教育，個別の教育支援計画，巡回相談，校内委員会

Ｉ問題と目的

2012年７月に，中央教育審議会初等中等教育分科

会特別支援教育の在り方に関する特別委員会は,「共

生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム

構築のための特別支援教育の推進（報告)」をまと

めた。その内容は，（１）共生社会の形成に向けた

インクルーシブ教育システム，（２）就学相談・就

学先決定の在り方について，（３）合理的配慮及び

その基盤となる環境整備について，（４）多様な学

びの場の整備と学校間連携等の推進，（５）特別支

援教育を充実させるための教職員の専門性の向上等

である。これは，今後の特別支援教育の方向性を示

したものであり，2007年度から始まった特別支援教
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育制度は，特別な支援を必要とする幼児児童生徒一

人一人に対応するために，早期からの一貫した支援

と多様な教育の場の具現化を目指す「新たな局面」

を迎えたと言える。

一方で，現在の特別支援教育の状況を，2012年度

特別支援教育体制整備状況調査から概観すると，い

くつかの課題が浮き彫りになる。ひとつは，学校間

格差である。具体的には，小・中学校では，ほぼ

90％以上の学校において｢校内委員会の設置｣や｢特

別支援教育コーディネーターの指名」がなされてい

るが，「校内委員会の設置」については，高等学校

が824％，幼稚園で52.6％，「特別支援教育コーディ

ネーターの指名」については，高等学校が81.5％，

幼稚園59.1％という状況であった。ふたつめに，特

別支援教育に関する研修を未受講である教員が

36.6％もいること，みつつめに，校内委員会の開催

数について，開催なしが3.9％，１回が172％にのぼ

ることなどである。年次の経緯をみると，特別支援

教育体制の「量的」な整備は進んできているが，特
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別支援教育に係る専門性の向上や校内体制の活性化

に課題が残されていると言えよう。

特に，特別支援教育の「質的」な状況を見ると，

学校において支援を要する児童生徒の「実態把握」

の実施率が928％であるのに対し，「個別の指導計

画の作成」は675％，「個別の教育支援計画の作成」

は53.5％と低く，これらの作成がまだ進んでいない

現状がある。このことから，心理検査等を含むアセ

スメントが行われていても，その結果が生かされず，

実際の支援に結びついていないことが危倶される。

各学校においては，特別支援教育の充実が急務で

あるが,それをサポートしていく「専門家･支援チー

ム」や巡回相談員，特別支援学校のセンター的機能

担当者等のコンサルタントは，個々のケース解決を

図るとともに，可能な限り各学校が自力で問題解決

していく力を培っていけるよう，校内支援体制の充

実に向けた働き掛けをより一層進めていくことが求

められている。

そこで本研究では，コンサルティ（各学校）の援

助能力の向上を図るための学校支援の在り方を明ら

かにすることを目的に，事例をとおして学校に対す

る巡回相談員等のコンサルタントが行う具体的な方

策と留意点について検討することとした。

Ⅱ実践方法

ｌクライアント（以下，対象児童と表記）

対象児童は，公立小学校の通常学級に在籍する３

年生男児１名である。医療機関の受診歴はない。前

年度にあたる201Ｘ年８月から支援を実施し，一旦，

問題解決した事例であった。この時の主訴は，授業

中の私語や立ち歩きが目立つこと，学習の準備が遅

れがちであること，注意を受けた際や友達とのかか

わりの中で興奮し，乱暴をすること等であった。

アセスメントの結果，対象児は知的発達に遅れは

ないものの個人内差が大きく，特に注意記憶が有意

に低いこと，衝動性が強く注意集中が困難であるこ

と，不安が強い傾向があることが指摘された。授業

においては，思いついたときに発言する様子が頻繁

に見られ，担任から注意を受けることが多かった。

しかし，発言内容は学習に関するものが多く，受け

止めてもらったときは満足そうな表情を見せた。学

級全体としては，一部の児童の逸脱行動で学習が中

断する場面も見られたが，学級における学習上の

ルールが設定されており，大半の児童が守ろうとし
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ていた・

対象児への支援内容として,対象児の多動性を｢活

発さ」と捉え，これを生かした係活動で活躍する場

面を設け称賛を得る機会を確保すること，学習上の

ルールをクラス全員で確認するなど，学級経営を見

直したことで改善に至った。主訴である行動上の問

題が解決したということで，201Ｘ年１２月で学校支

援を終了した。

学年が変わった201Ｘ+１年６月に，対象児の保護者

から再度支援を受けたいとの要請を受けた｡主訴は，

対象児が不登校傾向を示していることであり，家庭

においては教科書を破るなどの行為が見られてい

た。保護者は学校の対応に対して不信感を抱いてい

る様子もあった。

２コンサルタント（筆頭筆者）

コンサルタント（以下，巡回相談員と表記）は，

特別支援学校教諭で，所属校のセンター的機能担当

者として当該地区の専門家・支援チームに所属し巡

回相談員も担っていた。

３コンサルテイ

コンサルテイ（以下，学級担任と表記）は，対象

児が在籍する小学校3年生の学級担任をしている２０

代の女性教諭であった。特別支援学級担任の経験は

なかった。

４学校支援の方針

ｌ）支援方針

保護者との信頼関係を再構築しながら，支援目標

や内容及び方法を明確にするために「個別の教育支

援計画」を媒介とした支援会議を重視した。個別の

教育支援計画の作成にあたっては，学校が主体と

なって当該計画に基づく支援を実施し，具体的な改

善を図れるようになることを目指し，次の点を重視

した。①個別の教育支援計画の支援内容を具体化す

るとともに効果を実感できるよう，短期計画とする。

②個別の教育支援計画に盛り込む支援の実施率を高

めるために，各支援担当者にとって容易に取り組め

る内容とする。

また，ケースの解決と併せて，学校ができる限り

自力で課題解決できるような体制づくりを意図した

働き掛けを行うことにした。具体的には，①個別の

教育支援計画に係る支援会議に保護者の参画を促
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短期目標

１登校しぶりを改善する

２学習態勢を育てる

※支援状況を確認する

回 支援会議の内容

表１対象児の「個別の教育支援計画」（抜粋）

支援期間201Ｘ＋１年７月２日～７月24日

（評価日：201Ｘ+１年８月４日）

支援内容

(1)役割活動をとおして自己肯定

感を高める

(2)学習内でも教材の準備や環境

整備などの係り活動を設定す

る。

(1)学習のルールを確認する機会

を設ける。

(1)支援状況を把握する。

(2)定期的に支援会議を開催する。

支援方法

①登校後，朝の係り活動を設定

する。評価カードを用意し好

きなシールを選んで貼るよう

にする。

支援者

教頭

②評価カードを持ち帰り，家庭保護者
でも褒めるようにする。

①取り組んだことに対して感謝学級担任
の言葉掛けをする。

①クラスに問い掛け，全員で声学級担任
を合わせて唱えるようにする。

①学級担任からの状況を聞き，

必要に応じて校内で話し合い

の機会をもつ

①保護者を交えて，支援状況を

確認し，効果的な支援や課題

解決に向けた協議を行う。

学年主任

教頭

教頭

巡回相談員

表２支援会議における支援チームの役割移行

支援会議の司会支援内容の提案者 支援の実施者

ｌ状況把握，前年度の取組確認巡回相談員

２支援計画立案 巡回相談員

３支援計画評価・改善 学年主任

４支援計画評価・改善 学年主任

５支援計画評価・改善・引継 学年主任

し，支援の内容や方法及び支援の成果や課題を共有

する体制を構築する。②コンサルタントが段階的に

支援からのフェードアウトを図るために，支援会議

における関係者の役割分担の移行を計画的に行うよ

うにした。

２）支援方法

巡回相談員が行う支援として，授業参観による支

援状況の把握と個別の教育支援計画作成に係る助

言，保護者及び支援に関わる教職員との面談（支援

第35号2013年

巡回相談員 担任，主任，教頭，保護者

巡回相談員・担任担任，主任，教頭，保護者

担任・巡回相談員担任，主任，教頭，保護者

担任 担任，主任，教頭，保護者

会議）による支援状況の把握・助言とした。

Ⅲ支援経過

１支援再開時における学級担任の状況

学級担任は，対象児への対応及び保護者との連携

について悩み，自信をなくしている状態にあった。

不登校傾向への対応として，毎日保護者に電話で様

子を伺うなどしていた。なお，対象児童は，登校を

促さない限り，家庭で落ち着いて過ごしていた。
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２アセスメントの結果（201Ｘ+1年６月）

アセスメントとして，保護者及び学級担任からの

聞き取りを行った。その結果，前年度からの引継ぎ

は口頭でのみ行われており，学級担任は，対象児の

特性や支援の経緯，効果的な支援方法等が記録され

た個別の教育支援計画について，把握していないこ

とが明らかになった。その結果対象児は，失敗して

は指導を受けるという経』験を頻回に繰り返すことに

なってしまい，これが不登校状況に陥った原因と推

測された。

３支援会議における個別の教育支援計画の立案

（201Ｘ+1年６月）

保護者及び学級担任，教頭，学年主任，巡回相談

員が参加して支援会議を開催し,支援チームとして，

個別の教育支援計画についての引き継ぎが不十分で

あったことを反省した。そして，学校生活に適応で

きていても対象児の特性自体がなくなったわけでは

なく，適切な支援を受けることで安定している状態

であったことを伝えた。そして，効果的な対応を継

続し自己肯定感を保った上で，社会性を育て，対象

児が自己解決できる力を育んでいくことが重要であ

ることを参加者で確認した。また，アセスメント結

果を改めて確認するとともに，支援の方針を共有し

ながら，個別の教育支援計画を作成した（表l)。そ

の内容は前年度とほぼ同じ内容としたが，新たに学

年主任には，学級担任をサポートする役割を担って

もらうことにした。また，教頭にも登校後の支援を

担当してもらうことにした。なお，保護者の要請も

あり，巡回相談員は，保護者面談などの機会には可

能な限り参加し,支援の推移を確認することにした。

４「個別の教育支援計画」と支援会議における

支援チームの役割移行

巡回相談員によるコンサルティングのフェードア

ウトについては，校内体制の整備を計画的に進める

中で行った。具体的には，表2に示したように，支

援会議における司会や提案者などの役割を徐々に学

校側へ移行した。対象児の発達や認知特性に対して

行うべき支援が，学級経営上の配慮で対応できる範

晴にあったこともあり，個別の教育支援計画の改善

に係る提案を早期から学級担任へ委ねることができ

た。
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５対象児童の変容

対象児と巡回相談員は，以前実施した心理検査等

でラポートが取れていたこともあり，登校を促す手

立てとして巡回相談員が授業参観すると伝えたこと

が有効であった。久しぶりの登校であったが，対象

児童は，そのことを気にする様子はあまりなく，以

前のように自分の活躍場面があることで張り切って

活動することができた。

６支援会議における「個別の教育支援計画」の

評価（201Ｘ+1年７月～１０月）

対象児の不登校傾向は解消した。この変容を受け

て，学級担任も自らが行っている支援に対する自信

を確かなものにしていった｡また,学年主任のサポー

トを受けて，学級担任の授業に変容が見られた。対

象児だけでなく，児童もそれぞれの学習上の役割を

果たしながら学習を進めたり互いに教え合ったりす

るような場面がみられるようになった。保護者は，

毎日元気に登校するようになったこと，以前のよう

に学校の話題が出るようになったことを喜んでい

た。支援会議を重ねるごとに，学校や学級担任に対

する信頼感も増していった。年度の切り替えにおい

ては，保護者同席のもとで引き継ぎを行うことを教

育支援計画に盛り込み，コンサルテーションを終え

た。

Ⅳ考察

なぜ本事例では，問題が再度起こり深刻化すると

ともに，保護者の学校に対する不信感も伴う状態に

陥ってしまったのか。

保護者と学級担任との間に問題認識に違いがある

場合，保護者と学校との間にすれ違いが起こり，別

の問題に発展してしまうことが危倶される｡学校は，

保護者の気持ちを十分に受け止めながら，学校とし

ての考えやできることを伝えることが重要である

が，双方の共通理解を図ることは困難を伴う場合が

ある。本事例では，個別の教育支援計画を保護者同

席の場で作成し評価することにした。すなわち，関

係者が一堂に会し，それぞれが取り組むべき事項を

書面で理解し納得できるようにした。加えて，成果

と課題，変容を確認していくプロセスを共有するた

めに，個別の教育支援計画を短期のものとした（佐

藤ら，2007)。このことで，支援の内容をより具体

的なものにし，その成果及び課題を共有することが
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できた｡これが学校と保護者の信頼関係を再構築し，

本来の課題である対象児の困り感とその解決に向け

て「同じ視点」で支援にあたることを可能にした。

このように，個別の教育支援計画は，関係者をつな

ぐツールとして機能させていくことが大切である。

このことは，保護者から不満が寄せられた際にこそ

重要であり，事態を悪化させた犯人探しをして「個

人攻撃の民」に陥ることを予防する意味でも留意す

べき点であろう。さらに，新年度への移行の際に効

果的な支援を引き継ぐツールとして活用することも

重要と考える。

2011年３月に示された「生徒指導提要」には，発

達障害も含め多様化複雑化している個別の課題を

具体的に取り上げること，予防を前提とした学校の

組織的対応と家庭・地域・関係機関との連携で進め

ていくことが示されている。これは，特別支援教育

は特定の教職員だけが担う業務でないことを明記し

たものといえる。今後は，そのことを学校現場が自

覚し受け入れられるようにしていく仕組みが必要で

あろう○本事例で計画した支援内容は，対象児童の

特性について理解を図る他は，特に特別支援教育の

専門性を要するようなことではなかった。今まで

行ってきた学級経営や学習指導の取組を見直し，そ

れを行動上の問題を予防する効果的な方法として積

極的に評価する働き掛けであり，学級担任が取るべ

き行動をできるだけ具体的に示したものである。藤

岡（2011）が指摘するように，巡回相談員等のコン

サルタントは，学級担任等に対して特別支援教育の

必要性を説くのではなく，その人のこれまでの経験

や背景を見つめながら，できていることを認め，協

働していくことがなによりも重要である。したがっ

て，個別の教育支援計画の立案や評価にあたって巡

回相談員等が留意すべきことは，実際に支援を担当

する者が実行可能なことを，具体的に分りやすく提

示し，伝えていくことと考える。また，個別の教育

支援計画の活用にあたっては,対象児童だけでなく，

保護者や担任などコンサルティング対象者の「生活

の質」の向上につながる視点をもつことが肝要であ

る（神山ら，2011)◎

これらを踏まえると,本事例で示したように,チー

ム援助の開始当初は，より具体的な指針や内容を示

して学級担任をサポートし，指導に慣れてきたら，

積極的に学級担任の意志を尊重していくことが重要

である（樋口,2011)･同様の意味で，個別の教育支
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援計画の作成が負担にならないような配慮も必要で

ある。支援者が負担感をもたずに取り組み，成功経

験を積み重ねることが必要と考える。個別の教育支

援計両が，関係機関の「連携のシール」や「引き継

ぎのツール」として機能し，対象児童生徒はもちろ

ん，学級担任など，使う者にとって簡便で利用価値

の高いツールとして認識されていくことが必要であ

ろう。

また，大石（2004）は，コンサルテーションの対

象が，ともすれば教師一人一人であることが多く，

当該学校の全教師等に対する実践が少ないことを指

摘している。その上で，学校支援のためのコンサル

テーションが十分な成果を上げていくための条件と

して,①学校管理者の理解とリーダーシップの促進，

②全教育職員によるコンサルテーションの受け入れ

度の高まり，③外部専門家との連携方法の模索，④

多職種による協働体制の構築を含む全学校規模の介

入の実現等をあげている。さらに，児童生徒の個別

の問題や学級における当面の課題の解決をとおし

て，学校全体の課題を解決する実践や取組が成立す

ることの重要性を指摘している。本事例では，その

具体策として，巡回相談員が個別の教育支援計画の

作成に積極的に参画していき，キーマンとなる教職

員の協力を得ながら，徐々に学校側に役割を移行し

ていくよう取り組んだ。

今後は，個別の教育支援計画等の有効性や支援の

成果を学校全体で共有していくこと，各校における

特別支援教育体制の機能向上を図るためのコンサル

テーションについて，段階的なフェードアウトも含

めてコーディネートしていくことが求められよう。

その在り方について，実践をとおして検証しノウハ

ウを蓄積していくことが今後の重要な課題といえ

る。
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SpecialneedseducationinJapanisundergoing

steadyorganizationalimprovement､Theimmediate

issuesarespecializationpertainingtospecialneeds

education，vitalstationofschoolcommitteesand

improvementinⅧqualityⅧofeducationinpractice・

Theobjectiveofthisresearchistoexaminｅｔｈｅ

ｒｏｌｅｏｆｔｈｅｉｔｉｎｅｒａｎｔｃｏｎｓｕｌｔａntsinpromoting

specialneedseducation，Ｓｔｕｄｙｉｎｔｏａｃｔｕａｌｃａｓｅｓ

ｒｅｖｅａｌｅｄｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇ・Concertedeffortby

custodiansandguardiansoftheschoolchildren

andotherinterestedpartiesintheprｏｄｕｃｔｉｏｎ

ａｎｄｅｖａｌｕａｔｉｏｎｏｆⅧｉｎｄｉｖｉｄｕａｌiｚｅｄｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ

ｓｕｐｐｏｒｔｐlans”enables:（１）Theestablishmentofa

relationshipoftrustthroughsharedunderstanding；

(2)improvementintheeffectivenessofsupport；

and(3)continuityofeffectivesupport・Thereｗｅｒｅ

２ｋｅｙｐｏｉｎｔｓｆｏｕｎｄｉｎｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇｃｏｎｓultations、

Ｏｎｅｉｓ（１）toprovidesupportintheformthat

tｈｅｓｕｐｐｏｒｔｅｒｉｓａｂｌｅｔｏｆｅｅｌｃｏｎｃｒｅｔeresults

whilepayingattentiontothesenseofburdenthe

supporterfeｅｌｓａｎｄ(2)toplantransferoftherole

insteps,throughresolvingproblemsineachcase，

totheschoolcommittee．
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